
活　動

区　分 地域資源の基礎的な保全活動 活動項目 7　水路の草刈り、8　水路の泥上げ

取　組

取組概要

ふりがな よこみちかんきょうかつどうそしき ふりがな なめりかわしよこみち

組織名 横道環境活動組織 実施場所 滑川市横道

活動内容

背景・経緯

時期・回数

参加者

配慮事項

構成員約８０名

　新興住宅地が出来始めた20年前から、町内活動への参加を呼び掛けを行い、現在では参
加者の７割近くが非農家となっている。そうした背景がある中で、この制度が始まり、今まで支
払っていなかった日当を支払うようになり、参加者が１割程度増えている。今後はこの制度を
活用し、非農家からの役員登用につなげていくよう取り組んでいる。

農地維持活動

水路の草刈り、水路の泥上げ

○通水機能の維持、病害虫発生低減のために、活動計画書に位置付けた水
路やその周辺部の草刈り又は除草を行い、通水機能等に障害が生じないよう
にすること。
○活動計画書に位置付けた水路の泥上げを実施し、通水機能に障害が生じな
いようにすること。

　水路の草刈り・泥上げについて、農家・非農家が参加し、毎年実施している。特に泥上げに
ついては、新興住宅地の若い世代も参加している。

　当集落では、従来より農家、非農家が協力して泥上げなどの活動を行ってきた地域であり、
多面的機能支払制度を活用したことで、取組みを拡大することとなった。

泥上げ（３月）、草刈（７、８月）



活　動

区　分 地域資源の基礎的な保全活動 活動項目 8　水路の泥上げ

取　組

取組概要

ふりがな たてやままち・かみいちまち・ふなはしむらのうそんかんきょうこうじょうほぜんかい ふりがな ふなはしむらふなはし

組織名 立山町・上市町・舟橋村農村環境向上保全会 実施場所 舟橋村舟橋

活動内容

背景・経緯

時期・回数

参加者

配慮事項

　自治会が案内を配布することで、非農家が参加しやすい環境づくりに努めている。

農業者・非農業者　４５名

農地維持活動

水路の泥上げ

活動計画書に位置付けた水路の泥上げを実施し、通水機能に障害が生じない
ようにすること。

　地域内の農業用排水について、泥上げを行い、維持管理を行っている。

　地域内には、新たに整備された団地が多く、非農家の割合が高い。地域内を流れる用排水
については、農業用だけではなく、防火用水や冬場の消雪に利用もされることから、地域全員
で維持管理に努めている

年１回（４月）



活　動

区　分 地域資源の基礎的な保全活動 活動項目 7　水路の草刈り、8　水路の泥上げ

取　組

取組概要

ふりがな うわだちくのうちほぜんたい ふりがな ひみしうわだ

組織名 上田地区農地保全隊 実施場所 氷見市上田

活動内容

背景・経緯

時期・回数

参加者

配慮事項

　作業前に各持ち場の責任者が、けがや体調不良、器物損壊等が無いよう、参加者に対して
安全対策を呼びかけている。また、けが等に備え傷害保険に加入手続きを行っている。
　高齢者が多く、無理をしないようお互いに声をかけながら作業し、適宜、休憩を取っている。
　倒木などの処理もチェンソー等を使用し行っている。

集落住民・約100名／月

農地維持活動

水路の草刈り、水路の泥上げ

○通水機能の維持、病害虫発生低減等のために、活動計画書に位置付けた
水路やその周辺部の草刈り又は除草を行い､通水機能等に障害が生じないよ
うにすること。
○活動計画書に位置付けた水路の泥上げを実施し、通水機能に障害が生じな
いようにすること。

　農業生産・生活環境保全のため、各世帯から１名以上参加して草刈りや泥上げを実施してい
る。

　農地維持活動の以前から、地区の大切な財産として水路の保全を行っていた。

年３回以上（４月・５月・７月）



活　動

区　分 地域資源の基礎的な保全活動 活動項目 8　水路の泥上げ

取　組

取組概要

ふりがな たけのうちしゅうらくかつどうそしき ふりがな ふなはしむらたけのうち

組織名 竹内集落活動組織 実施場所 舟橋村竹内

活動内容 農業生産・生活環境保全のため各世帯から1名以上参加して泥上げを実施してい

背景・経緯

時期・回数

参加者

支払金額

配慮事項

・また高齢者も参加しているため、危険リスクを低減するため高齢者に対しては安易な作業を
おこなってもらっている。

活動組織の農業者、集落住民12人

約50,000円

当集落では、従来から農地維持活動のため農業者を中心に地域で一体となり泥上げ作業を
おこなってきた。今後も先祖代々から受けつがれた農地を守っていくため、多面的機能支払制
度を活用し、農地の保全に努めていきたい。

・作業前リーダが参加者の体調確認を行い、こまめな水分補給をおこないつつ、参加者に対し
安全対策を呼びかけている。

活動計画書に位置付けた水路の泥上げを実施し、通水機能に障害が生じない
ようにすること。この際には、泥上げした土砂適切に処理し、その場所に放置し
ないこと。又は、その場に存置する場合にあたっては、農業生産・生活環境へ
の支障が生じないようにすること。

水路の泥上げ

農地維持活動

年3回　（4月、5月、6月）
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